
２０２３年（令和５年）７月２１日 （金曜日） （２）
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積
水
樹
脂
㈱
東
北
支
店

は
、
北
東
北
地
区
の
営
業

体
制
の
強
化
に
伴
い
、
事

業
所
の
名
称
を
「
北
東
北

営
業
所
」
に
変
更
す
る
と

と
も
に
、

日
か
ら
新
事

務
所
で
営
業
を
開
始
す

る
。

　
新
事
務
所
は
、
Ｊ
Ｒ
盛

岡
駅
前
の
明
治
安
田
生
命

盛
岡
駅
前
ビ
ル
６
階
（
同

市
盛
岡
駅
前
通
８
の

）。

電
話
番
号
は
０
１
９
│
６

１
８
│
０
７
７
０
に
変
更

に
な
る
。
フ
ァ
ク
ス
番
号

に
変
更
は
な
い
。

　
◇
大
澤
裕
之
氏
（
東
北

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
岩

手
支
社
（
総
務
広
報
）
課

長
）
◇
平
沼
秀
和
氏
（
同

（
総
務
広
報
）
）
◇
皆
川

正
美
氏
（
同
）
‖

日
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あいさつする太田代会長
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県
建
設
資
材
連
合
会

（
太
田
代
武
彦
会
長
）
は

日
、
盛
岡
市
の
ホ
テ
ル

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ

ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
定
時
総

会
を
開
き
、

年
度
の
事

業
計
画
等
を
審
議
。
公
共

事
業
に
お
け
る
建
設
資
材

の
地
元
企
業
か
ら
の
調
達

や
広
報
活
動
の
充
実
、
各

種
研
修
会
な
ど
に
取
り
組

む
方
針
を
決
定
し
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
太
田

代
会
長
が
あ
い
さ
つ
。「
復

興
事
業
の
一
段
落
に
伴

い
、
県
内
の
事
業
量
は
震

災
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い

る
。
一
方
で
資
材
価
格
の

上
昇
分
を
価
格
転
嫁
で
き

ず
、
苦
慮
し
て
い
る
企
業

も
多
い
と
思
う
」
と
、
業

界
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現

状
認
識
を
示
し
た
。

　
太
田
代
会
長
は
、
大
都

市
圏
と
地
方
と
の
格
差
拡

大
や
、
人
手
不
足
な
ど
の

課
題
に
も
触
れ
な
が
ら

「
地
元
企
業
か
ら
の
調
達

拡
大
と
い
う
大
目
標
に
加

え
て
、
各
業
界
が
抱
え
る

諸
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
当
連
合
会
の
役
割

と
考
え
て
い
る
」と
述
べ
、

構
成
団
体
の
横
の
連
携
強

化
を
呼
び
掛
け
た
。

　
来
賓
の
祝
辞
に
は
、
県

土
整
備
部
建
設
技
術
振
興

課
の
沖
野
智
章
総
括
課
長

が
登
壇
。「
自
然
災
害
や
家

畜
伝
染
病
へ
の
対
応
、
社

会
資
本
整
備
と
維
持
管
理

に
は
、
建
設
資
材
の
安
定

供
給
が
必
要
不
可
欠
」
と

述
べ
、
建
設
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
生
産
性
向
上
、
県

工
事
へ
の
市
場
価
格
の
反

映
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

　
総
会
で
は
、

年
度
事

業
と
収
支
決
算
報
告
、

年
度
事
業
計
画
案
と
収
支

予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。

年
度

の
主
な
事
業
と
し
て
は

「
建
設
資
材
の
受
注
機
会

の
拡
大
」
「
広
報
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
」
「
会

員
研
修
の
実
施
と
会
員
相

互
の
情
報
交
換
・
親
睦
」

「
県
建
設
産
業
団
体
連
合

会
と
の
連
携
」
な
ど
を
計

画
し
て
い
る
。

　
受
注
機
会
の
拡
大
に
向

け
て
は
、
会
員
か
ら
の
要

請
に
基
づ
き
、
県
や
市
町

村
に
対
し
て
地
元
会
員
企

業
か
ら
の
資
材
調
達
を
要

望
。
研
修
会
は
、
秋
と
新

年
の
２
回
実
施
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
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土
木
研
究
所
は
、
既
設

Ｐ
Ｃ
橋
の
複
合
劣
化
に
対

す
る
予
防
保
全
型
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
つ
い
て
、
共
同

研
究
を
行
う
た
め
、
共
同

研
究
者
の
募
集
を
始
め

た
。
応
募
期
限
は
８
月
７

日
。

　
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
で
塩
害
と

ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
よ

る
複
合
的
な
劣
化
が
目
立

つ
た
め
、
非
破
壊
技
術
を

活
用
し
た
塩
分
調
査
技
術

や
塩
分
評
価
手
法
、
複
合

劣
化
に
対
応
し
た
補
修
技

術
の
検
討
を
一
括
し
て
行

う
。

　
共
同
研
究
期
間
は

月

〜
２
０
２
８
年
３
月

日

を
予
定
し
て
い
る
。

　
参
加
要
件
は
、
塩
害
と

ア
ル
カ
リ
骨
材
に
よ
る
複

合
劣
化
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
研
究
実
績
を
過

去
５
年
以
内
に
有
し
て
い

る
こ
と
な
ど
。

　
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
老
朽
化

が
進
む
中
、
共
同
研
究
の

成
果
を
予
防
保
全
型
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
推
進
に
つ
な

げ
る
。
維
持
管
理
・
更
新

コ
ス
ト
を
可
能
な
限
り
抑

制
し
、
持
続
可
能
な
イ
ン

フ
ラ
機
能
の
確
保
を
目
指

す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
土
木

研
究
所
橋
梁
構
造
研
究
グ

ル
ー
プ
（
電
話
０
２
９
―

８
７
９
―
６
７
７
３
）
。

意
見
交
換
会
で
業
界
の
課
題
を
共
有

向井田会長

榎森会長

　
東
京
都
の
三
多
摩
建
設

業
連
合
会
（
榎
森
厚
志
会

長
）
は

、

の
両
日
、

本
県
沿
岸
部
を
訪
れ
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

状
況
を
視
察
し
た
。

日

に
は
、
同
連
合
会
と
県
建

設
業
協
会
（
向
井
田
岳
会

長
）、同
釜
石
支
部
（
八
幡

康
正
支
部
長
）、同
大
船
渡

支
部（
須
賀
芳
也
支
部
長
）

が
意
見
を
交
換
。
建
設
業

界
の
共
通
課
題
な
ど
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
関
係

機
関
に
対
し
、
各
種
要
望

を
継
続
し
て
い
く
考
え
を

共
有
し
た
。

　
同
連
合
会
か
ら
は
榎
森

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
や

会
員
ら
約

人
が
参
加
。

日
に
は
宮
古
市
田
老
地

区
の
復
興
状
況
を
視
察
し

た
。
現
地
で
は
、
学
ぶ
防

災
ガ
イ
ド
の
案
内
の
も

と
、
津
波
遺
構
た
ろ
う
観

光
ホ
テ
ル
を
は
じ
め
、
防

潮
堤
な
ど
の
復
興
状
況
を

確
認
し
た
。

日
に
は
、

釜
石
市
の
い
の
ち
を
つ
な

ぐ
未
来
館
や
釜
石
鵜
住
居

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
、
陸
前

高
田
市
内
の
東
日
本
大
震

災
津
波
伝
承
館
や
気
仙
川

水
門
な
ど
を
視
察
し
た
。

　

日
の
視
察
後
に
は
、

同
連
合
会
と
本
県
協
会

が
、
釜
石
市
内
で
意
見
交

換
を
実
施
。
本
県
協
会
側

か
ら
は
向
井
田
会
長
、
紀

室
裕
哉
副
会
長
、
八
幡
支

部
長
、
須
賀
支
部
長
ら
７

人
が
出
席
し
た
。

　
向
井
田
会
長
は
冒
頭
の

あ
い
さ
つ
で
、「
連
合
会
の

皆
さ
ん
に
は

年
７
月
の

来
県
以
来
、
８
年
ぶ
り
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
い

た
。
復
興
の
状
況
を
視
察

い
た
だ
き
、
歓
迎
を
申
し

上
げ
た
い
。
震
災
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
応
援
な
ど
が
、

わ
れ
わ
れ
の
力
と
な
っ
て

い
る
。
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
今
後
も
地
域
の
発
展

の
た
め
に
頑
張
り
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
榎
森
会
長
は
「
復
興
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
や
、

災
害
に
対
す
る
備
え
を
学

び
直
し
た
い
。
地
震
や
津

波
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
は

な
い
。
皆
さ
ん
が
経
験
し

た
震
災
の
教
訓
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
が
何
に
備
え
、
何

を
目
標
と
し
、
ど
の
よ
う

な
体
制
を
整
え
て
い
く
か

を
真
摯
に
学
び
た
い
」
と

語
っ
た
。

　
意
見
交
換
の
テ
ー
マ

は
、
▽
本
県
の
公
共
事
業

▽
公
共
工
事
に
お
け
る
残

土
処
理
▽
災
害
時
に
お
け

る
出
動
要
請
前
の
労
災
事

故
―
な
ど
。

　
同
連
合
会
側
は
、

年

か
ら
の
時
間
外
労
働
の
罰

則
付
き
上
限
規
制
の
適
用

な
ど
、
業
界
を
取
り
巻
く

諸
課
題
を
挙
げ
、「
工
程
管

理
や
実
行
予
算
の
管
理
な

ど
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
働
き
方

改
革
に
向
け
た
課
題
で

は
、
歩
掛
が
現
実
と
乖
離

し
て
い
る
。
国
交
省
に
対

し
、
歩
掛
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
要
望
し
て
い
る
」

と
提
示
。
業
界
が
結
束
し

て
、
関
係
機
関
に
要
望
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
本
県
協
会
側
は
土
捨
て

場
の
確
保
に
関
し
て
、「
河

道
掘
削
で
発
生
し
た
残
土

の
置
き
場
に
つ
い
て
、
発

注
者
か
ら
指
定
さ
れ
た
場

所
で
は
十
分
な
量
を
置
け

な
い
、
ま
た
は
実
際
に
は

そ
の
場
所
を
使
い
づ
ら
い

と
い
っ
た
例
が
あ
る
」「
残

土
処
理
の
対
応
は
、
地
域

ご
と
に
異
な
る
。
発
注
機

関
の
担
当
者
の
判
断
に
よ

っ
て
、
温
度
差
が
あ
る
の

が
現
状
だ
」と
問
題
提
起
。

連
合
会
側
は
「
残
土
処
理

に
は
同
様
の
問
題
が
あ

り
、
発
注
者
に
対
応
を
考

え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
熱
海
の
よ
う
な

盛
り
土
で
の
事
故
が
発
生

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

各
協
会
や
全
中
建
な
ど
を

通
じ
、
関
係
機
関
に
要
望

し
た
い
」
と
し
た
。

　
同
連
合
会
側
は
、
災
害

時
の
出
動
要
請
前
の
労
災

事
故
に
つ
い
て
、「
災
害
協

定
の
中
で
、
補
償
の
問
題

を
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
、

一
定
の
条
件
で
適
用
さ
れ

る
こ
と
を
書
面
で
示
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
」「
人

手
不
足
で
人
員
が
補
充
さ

れ
て
い
な
い
中
、
わ
れ
わ

れ
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
労
働
災
害
の
発

生
の
増
加
が
危
惧
さ
れ

る
」
と
し
た
。

　
本
県
協
会
側
か
ら
は

「
仮
に
待
機
中
に
重
大
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
責

任
の
所
在
や
、
指
示
系
統

の
解
釈
な
ど
が
問
題
に
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」

「
災
害
対
応
時
の
契
約
や

補
償
の
在
り
方
な
ど
、
課

題
を
整
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
な
ど
の
声
が
上

が
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
適
正
な
設

計
・
積
算
や
適
切
な
変
更

対
応
の
重
要
性
な
ど
を
共

有
し
、関
係
機
関
に
対
し
、

要
望
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
一
致
し
た
。

　
榎
森
会
長
は
２
日
間
の

視
察
を
終
え
、「
８
年
前
と

は
状
況
が
一
変
し
て
い

た
。
何
度
訪
れ
て
も
、
自

然
の
力
に
対
し
て
、
人
間

は
抗
え
る
も
の
で
は
な
い

と
痛
感
す
る
。
災
害
に
備

え
、
一
度
つ
く
っ
た
シ
ス

テ
ム
も
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
」

と
話
し
た
。

　
さ
ら
に
「
震
災
時
、
消

防
隊
や
自
衛
隊
が
現
地
に

入
る
た
め
、
リ
ス
ク
を
背

負
っ
て
最
初
に
道
路
啓
開

し
た
の
は
、
地
元
建
設
業

者
だ
。
命
懸
け
で
地
域
や

人
を
守
っ
て
お
り
、
地
場

産
業
を
大
事
に
す
べ
き

だ
。
地
元
建
設
業
者
が
生

き
て
い
く
た
め
、
安
定
的

な
受
注
量
が
必
要
。
備
え

に
も
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。

経
営
が
成
り
立
つ
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
予
算
付
け
が
他

産
業
の
た
め
に
も
必
要

だ
」
と
訴
え
て
い
た
。

宮古市田老地区などを視察
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県
建
設
業
協
会
千
厩
支

部
青
年
部
会
（
三
浦
淳
部

会
長
）
は

日
、
国
道
３

４
３
号
線
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
実
施
し
た
。
部
会
員
ら

約

人
が
参
加
し
、
一
関

市
大
東
町
摺
沢
か
ら
同
市

東
山
町
間
の
約

㌔
区
間

に
つ
い
て
ご
み
拾
い
。
路

線
を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
安
全
で
快
適
に
通

行
で
き
る
こ
と
を
願
い
、

炎
天
下
の
中
作
業
し
た
。

　
同
部
会
に
よ
る
国
道
３

４
３
号
で
の
清
掃
活
動

は
、

年
度
か
ら
続
け
て

い
る
。
当
日
は
、
国
道
３

４
３
号
の
大
東
町
摺
沢
地

区
の
主
要
地
方
道
一
関
大

東
線
と
の
交
差
点
か
ら
、

東
山
町
と
奥
州
市
水
沢
と

の
境
ま
で
で
作
業
を
実

施
。
２
〜
３
人
程
度
を
一

組
に
、

程
に
区
分
し
作

業
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
三
浦
部

会
長
は
、「
日
々
利
用
す
る

方
々
、
仕
事
や
観
光
に
来

る
方
々
に
、
き
れ
い
な
道

路
を
通
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
活
動
し
た
い
。
今
年
２

回
目
の
活
動
と
な
る
が
、

引
き
続
き
の
協
力
を
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　
当
日
の
現
地
は
草
が
生

い
茂
り
、
参
加
者
は
草
を

か
き
分
け
な
が
ら
、
草
む

ら
に
隠
れ
た
ご
み
を
集
め

て
い
っ
た
。
区
間
に
よ
っ

て
ご
み
の
量
は
ま
ち
ま
ち

で
、
落
ち
て
い
る
ご
み
が

少
な
く
き
れ
い
な
箇
所
も

あ
れ
ば
、
短
時
間
の
う
ち

に
袋
が
ご
み
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
箇

所
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　
路
線
に
設
置
さ
れ
て
い

る
気
温
表
示
計
は

度
を

超
え
、
当
日
は
炎
天
下
の

中
で
の
作
業
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
熱
中
症
や
通

行
す
る
車
両
に
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
地
域
の
た
め

に
美
化
活
動
に
勤
し
ん

だ
。

　
同
青
年
部
の
清
掃
活
動

は
、
６
月
に
一
関
市
川
崎

町
か
ら
室
根
町
の
国
道
２

８
４
号
約

㌔
区
間
で
行

っ
た
ほ
か
、
８
月
に
は
道

の
日
に
合
わ
せ
て
管
内
３

カ
所
で
実
施
す
る
予
定
。

　
文
部
科
学
省
の
科
学
技

術
・
学
術
審
議
会
は
、
大

学
に
お
け
る
事
業
費
数
億

円
〜
数
十
億
円
規
模
の

「
中
規
模
研
究
設
備
」
の

整
備
に
向
け
た
論
点
を
ま

と
め
た
。
大
学
を
超
え
た

利
用
ニ
ー
ズ
が
高
い
一
方

で
、
設
備
整
備
は
大
学
法

人
を
単
位
と
し
て
い
る
た

め
、
予
算
確
保
や
設
備
の

最
適
配
置
が
困
難
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
大

学
間
の
連
携
の
仕
組
み
を

検
討
す
る
。

　
中
規
模
研
究
設
備
の
う

ち
、
特
に
最
先
端
の
も
の

は
全
国
の
研
究
者
の
利
用

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
国
立
大

学
の
研
究
施
設
は
国
立
大

学
法
人
運
営
交
付
金
の
支

援
で
行
わ
れ
て
お
り
、
法

人
の
枠
を
超
え
た
要
求
、

予
算
確
保
は
難
し
い
。
設

備
の
高
度
化
や
光
熱
費
の

高
騰
も
あ
っ
て
、
整
備
や

維
持
・
更
新
費
用
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
全
国
的
な
観

点
か
ら
設
備
の
整
備
場
所

を
決
め
る
な
ど
、
中
規
模

研
究
設
備
を
整
備
す
る
仕

組
み
を
検
討
し
、
国
立
大

学
が
策
定
す
る
「
設
備
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
中
に

中
規
模
研
究
設
備
を
位
置

付
け
る
。
複
数
大
学
の
連

携
に
よ
る
整
備
の
仕
組
み

や
、
維
持
・
管
理
費
の
措

置
と
い
っ
た
課
題
の
対
応

も
模
索
す
る
。

　
県
建
設
資
材
連
合
会
の

定
時
総
会

　
一
般
国
道
３
４
３
号
の

一
関
市
大
東
町
摺
沢
か
ら

東
山
町
間
を
清
掃


